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モンゴル国ゴビ砂漠の上部白亜系より産した恐竜類、カメ類および 
条鰭類化石に関する分類学的検討 
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はじめに 

 モンゴルのゴビ砂漠一帯に分布する上部白亜系は、

多様な淡水生および陸生脊椎動物を豊富に産するこ

とでよく知られている。こうした化石を対象とした古

生物学的研究は、当時の東アジア内陸部の陸生生物相

や陸上生態系の理解の推進に大きく貢献してきた（た

とえば、Benton et al., 2000）。しかしながら、従来の

研究は、恐竜類など一般に注目度の高い系統の化石の

なかでも、とりわけ保存の良い標本を対象としたもの

が多かったためか、種内変異や分布に関する評価が適

切に行われておらず、問題を残してきた。こうした背

景のもと、ネメグト層およびバインシレ層産の脊椎動

物化石を対象として、破片として産したものも含め分

類学的検討を行ったところ、予察的なものではあるが、

いくつかの新知見が得られた。本報告では、これまで

の研究で得られた新知見の一部について簡潔に紹介

する。 

 

研究材料と方法 

 本研究では、ネメグト層から産したモンゴロケリ

ス（カメ下綱）の頭蓋２点およびバインシレ層から

産した歯と指骨からなる獣脚類（恐竜上目）化石８

点と条鰭類（硬骨魚綱）化石62点を対象として、各

群の分類学的帰属について検討を進めた（図１）。

これらのうち、モンゴロケリスの化石は1993～1994

年にブギンツァフでモンゴル科学アカデミー古生

物学センター（MPC）と林原自然科学博物館（HMNS）

による共同発掘調査で、そのほかのものは2019年に

バインシレでモンゴル科学アカデミー古生物学地

質学研究所（IPG）による共同発掘調査で発見された

もので、モンゴル科学アカデミー古生物学研究所（IP）

より借用し研究を進めた。全ての標本は現在、モン

ゴル科学アカデミー古生物学研究所に返却・収

蔵されている。比較は岡山理科大学恐竜学博物館に

収蔵されている同種もしくは近縁種のレプリカと

文献情報を用いて行われた。 

 

結果と考察 

 モンゴロケリスはKhosatzky（1997）により新種記

載されたMongolochelys efremovi１種で構成される基

盤的な陸生のカメ類の一属で、最近の系統解析の結

果から、シチュアンケリス科に含められている

（Joyce et al., 2016）。本種の化石はこれまでにネメ

グト層が分布する11地点（Nemegt［Type locality］、

Bugin Tsav、Bugin Tsav II、Gurilin Tsav、East of Gurilin 

Tsav、Khermeen Tsav、Altan Ula II、Altan Ula III、

Tsagan Khushu, Tsagan Khushu North、Ulan Khushu）

図１．本研究で検討を行ったカメ類、獣脚類、

条鰭類の化石のうち、代表的な標本の写真（A～

C）．A：ブギンツァフ産のモンゴロケリスの頭

蓋化石（背側観；MPC 25/105）、B：バインシレ

産の獣脚類の歯化石（唇側観；IPG-OUS 1908-

178）、バインシレ層産の条鰭類の左歯骨化石

（頬側観；IPG-OUS 1908-187）．スケールバー

は１㎝を表す． 
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より報告されているが、模式標本（ネメグト産）に

ついての詳細な記載はなされておらず、またそのほ

かの産地の標本についても分類学的な検討はほと

んど行われていない（Khosatzky, 1997；Sukhanov, 

2000；Suzuki and Chinzorig, 2010；Joyce et al., 2016）。

そこで今回、ブギンツァフより産したモンゴロケリ

スの頭蓋２点（MPC 25/105およびMPC 25/110）を、

過去に出版された論文の図（Khosatzky, 1997：Fig.1； 

Suzuki and Chinzorig, 2010：Figure 1；Sukhanov, 2000：

Figure 17.28）と比較し、比較を試みた。その結果、

ブギンツァフ産の標本は少なくともネメグト産と

サガンウラ産の標本とは、頭蓋が低く、上顎骨が方

形頬骨と接し、さらに鱗状骨の後縁が直線状を呈す

ほか、頭蓋背側中央の鱗板が正六角形に近い点で明

瞭に異なることが明らかとなった。これらの結果は、

モンゴロケリス属がネメグト層堆積期において地

理的に分化した複数の集団を形成してことを示唆

している。今後、本属化石の産地ごとの網羅的な形

態比較が強く望まれる。 

 バインシレ産の獣脚恐竜の部分化石については、

バインシレ層より知られる７種を中心に文献情報

（Chinzorig et al., 2018；Hendrickx et al., 2020など）

をもとに比較を行い、当時の獣脚類相の多様性の把

握を試みた。その結果、バインシレ層から知られる

既知の獣脚類に加え、Velociraptor mongoliensisによ

く似たヴェロキラプトル亜科の歯化石１点が新た

に確認できた。V. mongoliensisはこれまでジャドフタ

層およびこれとほぼ同時代の東アジアに分布する

地層からいくつか知られるのみであったが、今回の

結果は、追加標本を加えたさらなる詳細な検討が強

く求められるものの、本種ないしその近縁種が後期

白亜紀の初期に東ゴビにすでに分布していたこと

を示唆している。 

 バインシレ産の条鰭類化石は、ほとんどすべてが

遊離した状態のもので、保存の良い歯骨２点、前頭

頂骨１点、主鰓蓋骨２点のほか、多くのガノイド鱗

と椎骨からなる59点が確認された。これらのうち、

とくに分類に有用な形質を伴う歯骨、前鰓蓋骨、ガ

ノイド鱗に着目したところ、条鰭類化石のなかにア

ミア目の化石が含まれていることが明らかとなっ

た。そこで、アミア目の形態分類に関する文献

（Grande and Benis, 1998；Yabumoto, 2016；Tong et 

al., 2019など）を参照し、分類学的位置づけについて

検討した。その結果、バインシレ産のアミア目化石

はシナミア科に帰属し、さらに中国の上部ジュラ系

から下部白亜系から知られるシナミア属 Sinamia

（Marín-Abad and Poyato-Ariza, 2013）と多くの類似

性を持つことが示された。今回の研究では、種レベ

ルの位置づけに関する手掛かりは得られなかった

ものの、バインシレ産のアミア目の化石はシナミア

属がモンゴルの白亜紀後期の初めまでの生き残っ

ていたことを示唆している。今後、バインシレ層分

布域からのアミア類化石の発見と比較形態学的研

究の推進が強く望まれる。 
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